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 モヘンジョダロは、インダス川の近
ちか

くにあった都市で、今のパキスタンにありま

す。この「モヘンジョダロ」は都市の本当の名前じゃありません。「モヘンジョダ

ロ」という名前は「死
し

んだ人の丘
おか

」という意味
い み

です。これは、考古学者
こうこがくしゃ

が研究
けんきゅう

す

る前に、人々はたくさんの骨
ほね

を見つけて、「死
し

んだ人が寝
ね

ている丘
おか

」という名前を

つけたからです。	  

 モヘンジョダロは紀元前１９００年頃
ごろ

になくな

ってしまいました。でもなくなった理由は謎
なぞ

です。	  

 モヘンジョダロの研究
けんきゅう

は１９２２年に始まり

ました。都市には、とりで、大きなお風呂
ふ ろ

があり

ました。下水
げす い

システムがあったり、お風呂
ふ ろ

があったから、水を上手に使っていたこ

ともわかります。モヘンジョダロが他の都市と違
ちが

っていたところは、王様や女王
じょおう

な

どの支配者
しはいしゃ

がいなかったということです。なぜかというとモヘンジョダロには、お

寺
てら

や宮殿
きゅうでん

やモニュメントがないからです。では王様がいないのに、どうやって都

市を支配
しは い

したのでしょうか。この問題を解決
かいけつ

するために、モヘンジョダロの人々は

「計
はか

り」や「重
おも

り」「印鑑
いんかん

」を作ったと考えています。これで貿易
ぼうえき

する時はいつも

平等
びょうどう

にすることが出来ます。また政府
せい ふ

もあって、みんなが選
えら

んだ人が政府
せい ふ

で仕事

をしていました。	  

 考古学者
こうこがくしゃ

はまだ研究
けんきゅう

を続けていますが、まだ謎
なぞ

は解決
かいけつ

していません。地震
じし ん

や

洪水
こうずい

が起
お

こったという考えや、気候
きこ う

が変わって食 料
しょくりょう

がなくなったという考えです。

でも敵
てき

に攻撃
こうげき

されたという考えが一番、本当かもしれません。どうしてかというと、



都市には 46人の骨
ほね

があって、頭
あたま

にはきずがあったからです。モヘンジョダロの

人口は約３万人だったけど、見つかった骨
ほね

は 46体
たい

だけです。残
のこ

りの人はどこへ行

ったのでしょうか。	  
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次の質問に答えましょう。	  

1.モヘンジョダロの都市の特徴
とくちょう

は何ですか。	  	  

	  

	  

2.	  どうして考古学者
こうこがくしゃ

はモヘンジョダロには王様がいなかったと考えていますか。	  

	  

	  

3.	  モヘンジョダロには支配者
しはいしゃ

はいませんでした。ではどうやって都市を統一
とういつ

してい

ましたか。	  

	  

	  

4.	  考古学者
こうこがくしゃ

の考えたモヘンジョダロがなくなった「三つの理由」は何ですか。	  

①	  

②	  

③	  

	  

5.どうしてモヘンジョダロはなくなったと思いますか。自分の考えを書きましょう。	  

	  

	  


